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新
庄
保
育
所
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
飾

ら
れ
た「
段
飾
り
」。一
点
ご
と
に
表
情
が

あ
り
ま
す
。新
庄
村
全
体
が
、こ
の
感
性

を
丁
寧
に
育
ん
で
い
け
る
環
境
で
あ
り
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

409
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平
成
28
年
２
月
25
日
、
高
梁
ブ

ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
対
策
協

議
会
（
高
梁
市
・
新
見
市
・
真
庭

市
・
吉
備
中
央
町
・
新
庄
村
）
に

よ
る
「
災
害
時
等
の
廃
棄
物
処
理

に
関
す
る
相
互
支
援
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

 

こ
の
協
定
は
、
協
議
会
を
構
成

す
る
５
市
町
村
が
、
高
梁
ブ
ロ
ッ

ク
内
に
お
い
て
地
震
、
豪
雨
等
に

よ
り
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

単
独
で
は
対
応
で
き
な
い
廃
棄
物

の
処
理
に
つ
い
て
相
互
の
支
援
が

行
え
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
処
理

施
設
の
突
発
的
な
故
障
等
に
よ
り
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３
月
４
日
（
金
）
、
第
３
回
目

の
新
庄
村
総
合
戦
略
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ

れ
ま
で
の
委
員
会
や
地
区
意
見
交

換
会
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
等

か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
ま
と
め
た

も
の
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

し
、
そ
の
後
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
さ
ん
か
ら
は
今
後
の
事
業

実
施
に
向
け
た
体
制
や
、
移
住
定

住
を
進
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
テ
レ
ワ
ー

ク
や
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め

の
事
業
を
本
格
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
に
引
き
続
き
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
意
見
、
ご
質
問
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
企
画
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

●
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な

い
労
働
者
は
、
「
岡
山
県
最
低

賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

生
じ
る
廃
棄
物
の
処
理
の
応
援
協

力
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新
庄
村
は
、
廃
棄
物
の
処
理
を
真

庭
市
へ
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
協
定
締
結
に
よ
り
、
災
害
時
等

に
お
け
る
住
民
の
生
活
環
境
の
迅

速
な
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

石
倉
）

「
あ
の
道
　
こ
の
道
　
慣
れ
た
道

　
安
全
確
認
　
も
う
一
度
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
28
年
春
の
交
通

安
全
県
民
運
動
が
４
月
６
日
か
ら

15
日
ま
で
の
10
日
間
県
下
一
斉
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
運
動
の
最
重
点
目
標

は
、
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
で
す
。

◇
重
点
目
標

　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

・
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て

　
　

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
合
図
の
徹
底

　

・
信
号
の
厳
守

　

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行　

　

ま
た
、
４
月
10
日
は
、
「
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
運
転
す
る

際
は
交
差
点
等
で
の
左
右
確
認

や
、
夕
方
に
外
出
す
る
際
に
は
夜

光
タ
ス
キ
を
着
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課　

前
田
）

　

４
月
17
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

す
「
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
２
０
１

６
」
の
運
営
を
担
う
実
行
委
員
会

を
２
月
16
日
（
火
）
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
「
住
民

の
皆
様
が
主
体
性
を
も
っ
た
実
行

委
員
会
組
織
」
と
し
て
発
足
し
て

６
年
目
に
な
り
ま
す
。
桜
ま
つ
り

を
通
じ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
な
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て
楽

し
さ
あ
ふ
れ
る
桜
ま
つ
り
運
営
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
民
主

体
の
委
員
会
で
す
。

　

今
回
は
役
員
の
改
選
、
去
年
の

反
省
や
改
善
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
は
新
し
く
「
が

い
せ
ん
夜
桜
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
方
と
一
緒
に
運
営
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
運
営
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
組
織
図
に
書
い
て
い

ま
す
お
近
く
の
役
員
、
又
は
支
援

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
実
行
委
員
会
支
援
事
務
局

　

産
業
建
設
課
内

村
内
無
料
電
話　

３
‐
２
５
１
２

（
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
伴

い
、
取
扱
店
に
が
い
せ
ん
桜
募
金

箱
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

商
品
券
の
利
用
が
終
了
し
ま
し

た
の
で
、
取
扱
店
に
ご
協
力
い
た

だ
き
回
収
し
た
結
果
、
合
計
８
千

70
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
が
い
せ
ん
桜
の

保
護
及
び
治
療
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

新
庄
村
で
は
新
た
な
仕
事
創
出

の
取
り
組
み
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
（
在
宅
勤
務
）
を
推
進
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
８
名
の
方
が
２
月
２

７
日（
土
）、
３
月
５
日（
土
）、
３

月
12
日（
土
）の
３
日
間
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
か
ら
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
使
い
方
、

更
に
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
記
事

の
書
き
方
に
つ
い
て
研
修
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
仕
事
に
つ
い
て
は
４

月
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
研
修
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

２
月
19
日
（
金
）
、
岡
山
県
庁

で
岡
山
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団

体
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新
庄

村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

受
賞
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
同

ク
ラ
ブ
代
表
と
し
て
黒
田
副
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
岡
山

県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ

た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
団
体
を
県

が
表
彰
す
る
制
度
（
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

ズ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
）

で
す
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、
平
成
３
年
度
発
足
か
ら

地
域
指
導
者
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
に
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
野
球
、

ス
ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
な
ど

幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
活
動

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

坂
本
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

（
℡
０
８
６
ー
２
２
５
ー
２
０
１
４
）

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

　
　
実
行
委
員
会
開
催

災
害
時
等
の

  
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

    
相
互
支
援
協
定
調
印
式

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

金
　
盛
　
啓
　
子

節
分
の
鬼
に
な
っ
て
ね
母
さ
ん
は

大
　
月
　
幸
　
子

冬
の
月
闇
を
吸
い
込
む
杉
木
立

第
３
回
新
庄
村
総
合

戦
略
策
定
委
員
会
開
催

岡
山
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

  

優
良
団
体
表
彰
受
賞

が
い
せ
ん
桜
募
金
に

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う

       

ご
ざ
い
ま
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
研
修
開
催

地
方
創
生
コ
ー
ナ
ー

耐火物製造業
鉄鋼業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業
自動車・同附属品製造業
船舶製造・修理業，舶用機関製造業
各種商品小売業

特定最低賃金（岡山県内） 時間額 発効日
平成27年12月 4 日
平成27年12月 2 日
平成27年12月18日
平成27年11月26日
平成27年12月12日
平成27年12月18日
平成27年12月 5 日

858円

874円

851円

787円

839円

869円

794円

必
ず
チ
�
�
ク
最
低
賃
金
！
　

使
用
者
も
�
労
働
者
も
�

必
ず
チ
�
�
ク
最
低
賃
金
！
　

使
用
者
も
�
労
働
者
も
�

がいせん桜まつり2016　実行委員会組織図
新 庄 村 長   小倉　博俊 
議 会 議 長   川上　　正 
商工会理事  磯田　博基 
新庄宿町つくりの会長　酒井 正博  

副委員長（班長）
副 班 長(一般)

支援スタッフ

香山　修一   
酒井　正博   
柴田　清   
池田　洋文   

副委員長（班長）
副 班 長(一般)

支援スタッフ

清川　博義
坂本　典明
石藤　延史
本田　一江
金崎俊枝（商工会）

祭りのＰＲ・開花情報に関すること 
総合案内に関すること 
休憩所に関すること 
案内所・休憩所の設営に関すること 
記録写真に関すること 
救護に関すること 
迷子に関すること 
落とし物に関すること 
トイレに関すること 
ゴミに関すること 
桜募金に関すること 

◆ 担当業務 ◆
イベント日程に関すること 
アトラクションに関すること 
出演者に関すること 
音響に関すること 
ボンボリ・夜間照明に関すること 
ライトアップに関すること 
その他必要な業務に関すること 
 

観光・イベント班

出店に関すること 
食品衛生に関すること 
販売に関すること 
トイレに関すること 
ライトアップに関すること 
その他必要な業務に関すること 

◆  担当業務 ◆
車輌誘導に関すること 
駐車場に関すること 
駐車料金徴収に関すること 
来場者誘導に関すること 
バスの運行に関すること 
交通規制に関すること 
その他必要な業務に関すること 

◆  担当業務 ◆

交通輸送班

顧問 産業建設課
真庭商工会新庄支所支援事務局

委  員  長　木代  芳典 
副委員長　坂本  賢治 
事務局長　磯田  光一 
会　　計　柴田  宙樹 

実行委員会

出店班
副委員長（班長）
副 班 長(一般)

支援スタッフ

横山　政友
小森和雄（アトラス）
山田　幸紀
島田　兼宏
竹本　貴志
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２
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４
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３
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催
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か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
ま
と
め
た

も
の
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

し
、
そ
の
後
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
さ
ん
か
ら
は
今
後
の
事
業

実
施
に
向
け
た
体
制
や
、
移
住
定

住
を
進
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
テ
レ
ワ
ー

ク
や
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め

の
事
業
を
本
格
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
に
引
き
続
き
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
意
見
、
ご
質
問
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
企
画
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

●
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な

い
労
働
者
は
、
「
岡
山
県
最
低

賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

生
じ
る
廃
棄
物
の
処
理
の
応
援
協

力
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新
庄
村
は
、
廃
棄
物
の
処
理
を
真

庭
市
へ
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
協
定
締
結
に
よ
り
、 

災
害
時

等
に
お
け
る
住
民
の
生
活
環
境
の

迅
速
な
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

石
倉
）

「
あ
の
道
　
こ
の
道
　
慣
れ
た
道

　
安
全
確
認
　
も
う
一
度
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
28
年
春
の
交
通

安
全
県
民
運
動
が
４
月
６
日
か
ら

15
日
ま
で
の
10
日
間
県
下
一
斉
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
運
動
の
最
重
点
目
標

は
、
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
で
す
。

◇
重
点
目
標

　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

・
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て

　
　

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
合
図
の
徹
底

　

・
信
号
の
厳
守

　

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行　

　

ま
た
、
４
月
10
日
は
、
「
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
運
転
す
る

際
は
交
差
点
等
で
の
左
右
確
認

や
、
夕
方
に
外
出
す
る
際
に
は
夜

光
タ
ス
キ
を
着
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課　

前
田
）

　

４
月
17
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

す
「
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
２
０
１

６
」
の
運
営
を
担
う
実
行
委
員
会

を
２
月
16
日
（
火
）
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
「
住
民

の
皆
様
が
主
体
性
を
も
っ
た
実
行

委
員
会
組
織
」
と
し
て
発
足
し
て

６
年
目
に
な
り
ま
す
。
桜
ま
つ
り

を
通
じ
て
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
な
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て
楽

し
さ
あ
ふ
れ
る
桜
ま
つ
り
運
営
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
民
主

体
の
委
員
会
で
す
。

　

今
回
は
役
員
の
改
選
、
去
年
の

反
省
や
改
善
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
は
新
し
く
「
が

い
せ
ん
夜
桜
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
方
と
一
緒
に
運
営
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
運
営
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
組
織
図
に
書
い
て
い

ま
す
お
近
く
の
役
員
、
又
は
支
援

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
実
行
委
員
会
支
援
事
務
局

　

産
業
建
設
課
内

村
内
無
料
電
話　

３
‐
２
５
１
２

（
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
伴

い
、
取
扱
店
に
が
い
せ
ん
桜
募
金

箱
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

商
品
券
の
利
用
が
終
了
し
ま
し

た
の
で
、
取
扱
店
に
ご
協
力
い
た

だ
き
回
収
し
た
結
果
、
合
計
８
千

70
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
が
い
せ
ん
桜
の

保
護
及
び
治
療
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

新
庄
村
で
は
新
た
な
仕
事
創
出

の
取
り
組
み
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
（
在
宅
勤
務
）
を
推
進
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
８
名
の
方
が
２
月
２

７
日（
土
）、
３
月
５
日（
土
）、
３

月
12
日（
土
）の
３
日
間
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
か
ら
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
使
い
方
、

更
に
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
記
事

の
書
き
方
に
つ
い
て
研
修
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
仕
事
に
つ
い
て
は
４

月
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
研
修
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

２
月
19
日
（
金
）
、
岡
山
県
庁

で
岡
山
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団

体
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新
庄

村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

受
賞
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
同

ク
ラ
ブ
代
表
と
し
て
黒
田
副
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
岡
山

県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ

た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
団
体
を
県

が
表
彰
す
る
制
度
（
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー

ズ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
）

で
す
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、
平
成
３
年
度
発
足
か
ら

地
域
指
導
者
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
に
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
野
球
、

ス
ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
な
ど

幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
活
動

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

坂
本
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

（
℡
０
８
６
ー
２
２
５
ー
２
０
１
４
）

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

　
　
実
行
委
員
会
開
催

災
害
時
等
の

  

廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

    

相
互
支
援
協
定
調
印
式

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

金
　
盛
　
啓
　
子

節
分
の
鬼
に
な
っ
て
ね
母
さ
ん
は

大
　
月
　
幸
　
子

冬
の
月
闇
を
吸
い
込
む
杉
木
立

第
３
回
新
庄
村
総
合

戦
略
策
定
委
員
会
開
催

岡
山
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

  

優
良
団
体
表
彰
受
賞

が
い
せ
ん
桜
募
金
に

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う

       

ご
ざ
い
ま
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
研
修
開
催

地
方
創
生
コ
ー
ナ
ー

耐火物製造業
鉄鋼業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業
自動車・同附属品製造業
船舶製造・修理業，舶用機関製造業
各種商品小売業

特定最低賃金（岡山県内） 時間額 発効日
平成27年12月 4 日
平成27年12月 2 日
平成27年12月18日
平成27年11月26日
平成27年12月12日
平成27年12月18日
平成27年12月 5 日

858円

874円

851円

787円

839円

869円

794円

必
ず
チ
�
�
ク
最
低
賃
金
！
　

使
用
者
も
�
労
働
者
も
�

必
ず
チ
�
�
ク
最
低
賃
金
！
　

使
用
者
も
�
労
働
者
も
�

がいせん桜まつり2016　実行委員会組織図
新 庄 村 長   小倉　博俊 
議 会 議 長   川上　　正 
商工会理事  磯田　博基 
新庄宿町つくりの会長　酒井 正博  

副委員長（班長）
副 班 長(一般)

支援スタッフ

香山　修一   
酒井　正博   
柴田　清   
池田　洋文   

副委員長（班長）
副 班 長(一般)

支援スタッフ

清川　博義
坂本　典明
石藤　延史
本田　一江
金崎俊枝（商工会）

祭りのＰＲ・開花情報に関すること 
総合案内に関すること 
休憩所に関すること 
案内所・休憩所の設営に関すること 
記録写真に関すること 
救護に関すること 
迷子に関すること 
落とし物に関すること 
トイレに関すること 
ゴミに関すること 
桜募金に関すること 

◆ 担当業務 ◆
イベント日程に関すること 
アトラクションに関すること 
出演者に関すること 
音響に関すること 
ボンボリ・夜間照明に関すること 
ライトアップに関すること 
その他必要な業務に関すること 
 

観光・イベント班

出店に関すること 
食品衛生に関すること 
販売に関すること 
トイレに関すること 
ライトアップに関すること 
その他必要な業務に関すること 

◆  担当業務 ◆
車輌誘導に関すること 
駐車場に関すること 
駐車料金徴収に関すること 
来場者誘導に関すること 
バスの運行に関すること 
交通規制に関すること 
その他必要な業務に関すること 

◆  担当業務 ◆

交通輸送班

顧問 産業建設課
真庭商工会新庄支所支援事務局

委  員  長　木代  芳典 
副委員長　坂本  賢治 
事務局長　磯田  光一 
会　　計　柴田  宙樹 

実行委員会

出店班
副委員長（班長）
副 班 長(一般)

支援スタッフ

横山　政友
小森和雄（アトラス）
山田　幸紀
島田　兼宏
竹本　貴志



髙　

島　

秀　

子

光
さ
し
空
の
青
よ
り
春
が
き
て
　

宇　

田　

弘　

道

　
待
つ
小
屋
の
ふ
も
と
へ
く
つ
の
あ
な

か
ん
じ
き

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

（4）平成28年3月18日発行第409号 広 報 新 庄（5）平成28年3月18日発行 第409号広 報 新 庄

○
【
グ
ラ
ン
プ
リ
】
『
水
田
に
散
る
桜
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
）
松
浦　

志
お
り

　
２
月
15
日
（
月
）
新
庄
村
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
27
年
度
「
新
庄
村
の
四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
外
よ
り
62
点
の
応
募
が
あ
り
、
写
真
家
森
本
二
太
郎
先
生
、
村
長
、
議
長
他
に
よ
る

厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
写
真
に
て
紹
介
し
ま
す
。

○
【
特
選
】
『
春
ら
ん
ま
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
）
渡
辺　

正
則

◆
講
評　

桜
祭
り
の
い
わ
ば
脇
役
・
川
沿
い
の

し
だ
れ
桜
に
題
材
を
と
ら
れ
た
こ
と
が
幸
い
し

て
、
と
て
も
の
び
や
か
な
「
お
花
見
」
の
光
景

が
写
し
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
の
捉
え
方
が
素

晴
ら
し
く
、
画
面
に
豊
か
な
立
体
感
・
奥
行
き

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
「
春
ら
ん
ま
ん
」
の

題
名
に
大
き
く
う
な
ず
か
さ
れ
ま
す
。

○
【
特
選
】
『
お
花
見
』

　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
）
和
田　

訓
尚

◆
講
評　

「
お
花
見
」
の
園
外
保
育
に
出
て

き
た
子
供
達
で
し
ょ
う
。
３
組
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を
見
せ
て
く
れ

て
思
わ
ず
笑
み
を
誘
わ
れ
ま
す
。
背
後
の

「
出
店
」
の
テ
ン
ト
の
中
の
人
が
こ
の
子
達

を
笑
顔
で
見
送
っ
て
く
れ
て
い
た
ら
、
も
っ

と
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

2015

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

◆講評　美しく心が解き放される里の風景の写真です。田んぼに水を張る季節にその田を囲む
ように植えられた花木が花盛りを迎える。おそらくこの家の方達の心配りでしょう。カメラの
設定のせいか、せっかくの美しさが少々削がれているのが残念です。

○
【
特
選
】
『
五
輪
塔
か
ら
見
る
と
』

　
　
　
　
　
　
　
　

              

（
新
庄
村
）
池
田　

和
子

◆
講
評　

村
に
は
こ
う
し
た
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関

わ
っ
て
き
た
信
仰
の
拠
点
が
点
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

遠
く
も
や
の
か
か
っ
た
朝
の
空
気
の
中
に
光
に
隅
ど
ら
れ
る
よ

う
に
立
つ
こ
の
塔
の
姿
に
は
何
か
命
を
感
じ
る
思
い
で
す
。
遠

景
が
少
し
明
る
く
と
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念

で
す
。
プ
リ
ン
ト
の
処
理
で
山
並
み
や
村
の
た
た
ず
ま
い
を
も

う
少
し
描
き
出
せ
る
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
。

← ◆入選『渓流の秋』
　（真庭市）木浦　正夫

◆入選『滝遊び』
　（新庄村）石藤　延史

◇
森
本
先
生
の
総
評　

　

こ
の
数
年
の
傾
向
と
し
て
、

写
真
の
題
材
の
選
び
方
が
多
岐

に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
定
の
行
事
や
特
定
の

場
所
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、

い
わ
ば
新
庄
村
の
ふ
だ
ん
の
表

情
を
様
々
な
側
面
か
ら
様
々
な

切
り
口
で
撮
影
し
た
作
品
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
宿
場
町

の
風
景
、
桜
祭
り
、
毛
無
山
は

も
ち
ろ
ん
魅
力
的
で
写
真
の
題

材
と
し
て
豊
か
な
も
の
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
が
、
長
い
歴
史

を
通
し
て
じ
っ
く
り
形
を
成
し

て
き
た
山
里
の
風
景
は
、
人
の

暮
ら
し
と
自
然
と
が
織
り
な
す

調
和
の
と
れ
た
、
心
暖
ま
る
情

景
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
所
に
じ
っ
く
り
向
き
合
っ

て
、
写
真
に
写
し
と
め
る
の

は
、
と
て
も
心
楽
し
い
作
業
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
心
あ

た
た
ま
る
写
真
が
今
年
の
作
品

の
中
で
は
目
立
っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
技
術
も
、
も
ち

ろ
ん
大
事
な
要
素
で
す
が
写
真

を
撮
る
人
と
撮
ら
れ
る
側
と
の

間
に
流
れ
る
心
の
関
わ
り
が
写

真
に
と
っ
て
は
最
も
大
事
で
楽

し
い
部
分
で
し
ょ
う
。

◆
入
選

 

『
初
雪
の
朝
』

　

   

（
新
庄
村
）
柴
田　

定
延

◆
入
選

 

『
山
開
き
（
毛
無
山
）
』

　

   

（
倉
敷
市
）
横
溝　

正
行

◆
入
選

 

『
そ
よ
風
』

　

   

（
新
庄
村
）
田
中　

寛
一

◆
入
選

 

『
真
庭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
』

　

   

（
新
庄
村
）
津
田　

信
行



髙　

島　

秀　

子

光
さ
し
空
の
青
よ
り
春
が
き
て
　

宇　

田　

弘　

道

　
待
つ
小
屋
の
ふ
も
と
へ
く
つ
の
あ
な

か
ん
じ
き

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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○
【
グ
ラ
ン
プ
リ
】
『
水
田
に
散
る
桜
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
）
松
浦　

志
お
り

　
２
月
15
日
（
月
）
新
庄
村
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
27
年
度
「
新
庄
村
の
四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
外
よ
り
62
点
の
応
募
が
あ
り
、
写
真
家
森
本
二
太
郎
先
生
、
村
長
、
議
長
他
に
よ
る

厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
写
真
に
て
紹
介
し
ま
す
。

○
【
特
選
】
『
春
ら
ん
ま
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
）
渡
辺　

正
則

◆
講
評　

桜
祭
り
の
い
わ
ば
脇
役
・
川
沿
い
の

し
だ
れ
桜
に
題
材
を
と
ら
れ
た
こ
と
が
幸
い
し

て
、
と
て
も
の
び
や
か
な
「
お
花
見
」
の
光
景

が
写
し
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
の
捉
え
方
が
素

晴
ら
し
く
、
画
面
に
豊
か
な
立
体
感
・
奥
行
き

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
「
春
ら
ん
ま
ん
」
の

題
名
に
大
き
く
う
な
ず
か
さ
れ
ま
す
。

○
【
特
選
】
『
お
花
見
』

　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
）
和
田　

訓
尚

◆
講
評　

「
お
花
見
」
の
園
外
保
育
に
出
て

き
た
子
供
達
で
し
ょ
う
。
３
組
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を
見
せ
て
く
れ

て
思
わ
ず
笑
み
を
誘
わ
れ
ま
す
。
背
後
の

「
出
店
」
の
テ
ン
ト
の
中
の
人
が
こ
の
子
達

を
笑
顔
で
見
送
っ
て
く
れ
て
い
た
ら
、
も
っ

と
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

2015

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

新
庄
村
の
四
季
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

◆講評　美しく心が解き放される里の風景の写真です。田んぼに水を張る季節にその田を囲む
ように植えられた花木が花盛りを迎える。おそらくこの家の方達の心配りでしょう。カメラの
設定のせいか、せっかくの美しさが少々削がれているのが残念です。

○
【
特
選
】
『
五
輪
塔
か
ら
見
る
と
』

　
　
　
　
　
　
　
　

              

（
新
庄
村
）
池
田　

和
子

◆
講
評　

村
に
は
こ
う
し
た
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関

わ
っ
て
き
た
信
仰
の
拠
点
が
点
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

遠
く
も
や
の
か
か
っ
た
朝
の
空
気
の
中
に
光
に
隅
ど
ら
れ
る
よ

う
に
立
つ
こ
の
塔
の
姿
に
は
何
か
命
を
感
じ
る
思
い
で
す
。
遠

景
が
少
し
明
る
く
と
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念

で
す
。
プ
リ
ン
ト
の
処
理
で
山
並
み
や
村
の
た
た
ず
ま
い
を
も

う
少
し
描
き
出
せ
る
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
。

← ◆入選『渓流の秋』
　（真庭市）木浦　正夫

◆入選『滝遊び』
　（新庄村）石藤　延史

◇
森
本
先
生
の
総
評　

　

こ
の
数
年
の
傾
向
と
し
て
、

写
真
の
題
材
の
選
び
方
が
多
岐

に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
定
の
行
事
や
特
定
の

場
所
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、

い
わ
ば
新
庄
村
の
ふ
だ
ん
の
表

情
を
様
々
な
側
面
か
ら
様
々
な

切
り
口
で
撮
影
し
た
作
品
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
宿
場
町

の
風
景
、
桜
祭
り
、
毛
無
山
は

も
ち
ろ
ん
魅
力
的
で
写
真
の
題

材
と
し
て
豊
か
な
も
の
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
が
、
長
い
歴
史

を
通
し
て
じ
っ
く
り
形
を
成
し

て
き
た
山
里
の
風
景
は
、
人
の

暮
ら
し
と
自
然
と
が
織
り
な
す

調
和
の
と
れ
た
、
心
暖
ま
る
情

景
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
所
に
じ
っ
く
り
向
き
合
っ

て
、
写
真
に
写
し
と
め
る
の

は
、
と
て
も
心
楽
し
い
作
業
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
心
あ

た
た
ま
る
写
真
が
今
年
の
作
品

の
中
で
は
目
立
っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
技
術
も
、
も
ち

ろ
ん
大
事
な
要
素
で
す
が
写
真

を
撮
る
人
と
撮
ら
れ
る
側
と
の

間
に
流
れ
る
心
の
関
わ
り
が
写

真
に
と
っ
て
は
最
も
大
事
で
楽

し
い
部
分
で
し
ょ
う
。

◆
入
選

 

『
初
雪
の
朝
』

　

   

（
新
庄
村
）
柴
田　

定
延

◆
入
選

 

『
山
開
き
（
毛
無
山
）
』

　

   

（
倉
敷
市
）
横
溝　

正
行

◆
入
選

 

『
そ
よ
風
』

　

   

（
新
庄
村
）
田
中　

寛
一

◆
入
選

 

『
真
庭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
』

　

   

（
新
庄
村
）
津
田　

信
行



3
月
の
納
税

国

保

税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
10
期
）

（
10
期
）

（
9
期
）

納
期
限
　
3
月
31
日（
木
）

お元気ですか？ ～健康とアルコール～

田
　
中
　
寛
　
一

つ
れ
あ
い
は
有
り
難
き
か
な
バ
レ
ン
タ
イ
ン

湯
　
浅
　
芳
　
郎

除
雪
車
の
音
遠
退
い
て
夜
が
明
け
る

（6）平成28年3月18日発行第409号 広 報 新 庄（7）平成28年3月18日発行 第409号広 報 新 庄

《
戸
籍
の
動
き
》

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
28
年
１
月
29
日

　

滝
川　

龍
平
（
満
82
歳
）

＊
平
成
28
年
２
月
20
日

　

大
垣　

勇
（
満
88
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
　
時

　

４
月
14
日（
木
）10
時
〜
15
時
半

　

４
月
28
日（
木
）10
時
〜
15
時
半

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
３
１
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

犬
の
狂
犬
病
予
防

　
　
　
注
射
を
行
い
ま
す

子
育
て
講
演
会

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携

活
動
推
進
協
議
会
便
り

新
庄
村
‐
ア
ム
ダ
マ
リ
ノ

農
場
　
近
況
訪
問
報
告

年
金
相
談
（
要
予
約
）

平
成
28
年
２
月
受
付
分

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
里
づ
く
り

の
日
・
一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

村
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日
　
時

　

４
月
３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

◆
場
　
所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

◆
内
　
容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

　

く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

◆
収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

北
側
駐
車
場

※

小
雨
決
行

※

中
止
の
場
合
は
告
知
放
送
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

※

空
き
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
は
洗
っ
て
下
さ
い
。

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
て
下
さ
い

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
下

　

さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　

付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋

　

等
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

月　日 時　間 場　所

４月 6日（水）

 ◇手数料
　・注射手数料
　　　　　　　　　・・・２，８００円
　・注射済票交付手数料
　　　　　　　　　  ・・・・５５０円
　・登録料
　　　　　　　　　・・・３，０００円

５月19日（木）
　（予備日）

13：30～14：00

14：10～14：50

13：30～14：00

カケ住宅
バス停留所前

役場前

役場前

　

２
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
よ

り
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
子

育
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
、
田
中　

佳
（
た
な
か　

よ
し

み
）
先
生
を
再
び
お
招
き
し
、
今

回
は
「
子
ど
も
の
食
事
」
〜
脳
の

発
達
・
心
身
の
発
達
に
ふ
さ
わ
し

い
食
事
〜
を
テ
ー
マ
と
し
た
ご
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
方
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

治
療
は
あ
く
ま
で
対
処
で
あ
っ

て
、
病
気
や
症
状
を
治
す
に
は
自

然
治
癒
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
等
、
食
や
健
康

に
関
す
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

日
々
の
健
康
づ
く
り
に
活
か
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

林
）

　

ア
ジ
ア
有
機
農
業
推
進
の
会
で

は
２
０
１
３
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ム
ダ
と
協
同
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
マ
リ
ノ
村
で
有
機
農
業
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
２
日
か
ら
、
ア
ム
ダ

本
部
職
員
の
田
中
俊
祐
氏
が
マ
リ

ノ
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

マ
リ
ノ
村
で
は
こ
の
有
機
農
業

普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
昨
年
収
穫

さ
れ
た
有
機
栽
培
米
が
お
い
し
い

と
評
判
を
呼
び
、
高
値
で
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

年
は
新
た
に
５
軒
の
農
家
が
有
機

栽
培
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
い
う

希
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
マ
リ
ノ
農
場
の
ス
タ
ッ
フ
と

彼
ら
の
家
を
訪
ね
歩
き
、
肥
料
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
土
地
の

測
量
を
行
い
、
昨
年
の
栽
培
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
肥
料
散
布
の
時
期

や
害
虫
対
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

農
家
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使

用
せ
ず
に
、
お
米
が
き
ち
ん
と
で

き
る
の
か
心
配
し
な
が
ら
も
、

「
今
年
試
し
て
う
ま
く
い
っ
た
ら

来
年
は
も
っ
と
栽
培
面
積
を
増
や

し
て
行
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
異

常
気
象
が
続
い
て
お
り
、
例
年
な

ら
12
月
か
ら
降
る
は
ず
の
雨
も
２

月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
パ
ラ
パ
ラ

と
降
り
始
め
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
で
し
た
。
水
不
足
の
た
め
田
ん

ぼ
に
水
が
入
れ
ら
れ
ず
、
今
年
の

田
植
え
は
１
ヶ
月
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
育
て
た
苗
も
大
き
く
な

り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
地
元
の
多
く

の
農
家
は
今
季
の
収
穫
に
つ
い
て

心
配
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
農
場
で
は
地
元
の
農
家
を

集
め
て
有
機
農
業
普
及
の
た
め
の

会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
議
で
は
農
家
の
交
流

や
、
例
え
ば
有
機
栽
培
で
肥
料
を

や
る
適
期
に
つ
い
て
戸
惑
い
が
あ

る
農
家
か
ら
の
質
問
に
「
今
ま
で

の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
追
肥
を

行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
変
わ
ら
な

い
」
と
い
う
指
導
を
し
た
り
、
そ

の
他
色
々
な
疑
問
を
農
家
全
員
で

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

今
後
、
詳
細
な
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
リ
ノ
村
報
告
会
を
開
催
予

定
で
す
。　

　

新
庄
村
発
の
世
界
貢
献
は
着
実

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

91
日
以
上
の
犬
に
は
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
注
射
後
は
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
、
飼
い
犬
の
首
輪
等

に
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
庄
村
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
動
物
病
院
な
ど
で
接
種

し
、
「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」
を
お
持
ち
の
う
え
、

役
場
総
務
企
画
課
で
必
ず
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

1月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
1月期 1月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

12

1

2

18

12

1

2

18

事　
　

故

（総務企画課　前田）

　春は歓送迎会やお花見など、楽しくアルコールを飲む機会が増えるのではないでしょうか。
　適量をたしなむことによって、緊張を和らげ、ストレスを解消する効果があることなどから、”百薬の長”
といわれたりもしますが、飲み過ぎると脂肪肝をはじめ、痛風に代表される高尿酸血症、肥満、脳卒中、高
血圧、糖尿病等の生活習慣病のリスクを高めます。アルコール依存症から健康な社会生活を営むことが出来
なくなる場合もあります。
　飲み過ぎは身体をこわし、精神を痛めることを肝に命じ、適度の飲酒を心がけましょう。
　適度な飲酒と考えられている目安は「一日平均　純アルコールで約２０ｇ」です。
（目安量の具体例）
　・ビール　・・・・・・・　中瓶（500ml）１本　　　　・焼酎（２５度）・・・・　１合（180ml）
　・清　酒　・・・・・・・　１合（180ml）　　　　　　・ワイン　・・・・・・・　１杯（120ml）
　・ウイスキー・ブランデー・・・ダブル（60ml）

　これらが目安と言われていますが、少量の飲酒で赤くなる人はアルコール
の代謝能力が低いので、それより少ない量が適切です。
　適量を守り、自分もまわりも楽しくなるように飲みましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　林）



3
月
の
納
税

国

保

税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
10
期
）

（
10
期
）

（
9
期
）

納
期
限
　
3
月
31
日（
木
）

お元気ですか？ ～健康とアルコール～

田
　
中
　
寛
　
一

つ
れ
あ
い
は
有
り
難
き
か
な
バ
レ
ン
タ
イ
ン

湯
　
浅
　
芳
　
郎

除
雪
車
の
音
遠
退
い
て
夜
が
明
け
る
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《
戸
籍
の
動
き
》

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
28
年
１
月
29
日

　

滝
川　

龍
平
（
満
82
歳
）

＊
平
成
28
年
２
月
20
日

　

大
垣　

勇
（
満
88
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
　
時

　

４
月
14
日（
木
）10
時
〜
15
時
半

　

４
月
28
日（
木
）10
時
〜
15
時
半

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
３
１
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

犬
の
狂
犬
病
予
防

　
　
　
注
射
を
行
い
ま
す

子
育
て
講
演
会

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携

活
動
推
進
協
議
会
便
り

新
庄
村
‐
ア
ム
ダ
マ
リ
ノ

農
場
　
近
況
訪
問
報
告

年
金
相
談
（
要
予
約
）

平
成
28
年
２
月
受
付
分

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
里
づ
く
り

の
日
・
一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

村
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日
　
時

　

４
月
３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

◆
場
　
所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

◆
内
　
容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

　

く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

◆
収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

北
側
駐
車
場

※
小
雨
決
行

※
中
止
の
場
合
は
告
知
放
送
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

※

空
き
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
は
洗
っ
て
下
さ
い
。

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
て
下
さ
い

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
下

　

さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　

付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋

　

等
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

月　日 時　間 場　所

４月 6日（水）

 ◇手数料
　・注射手数料
　　　　　　　　　・・・２，８００円
　・注射済票交付手数料
　　　　　　　　　  ・・・・５５０円
　・登録料
　　　　　　　　　・・・３，０００円

５月19日（木）
　（予備日）

13：30～14：00

14：10～14：50

13：30～14：00

カケ住宅
バス停留所前

役場前

役場前

　

２
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
よ

り
、
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
子

育
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
、
田
中　

佳
（
た
な
か　

よ
し

み
）
先
生
を
再
び
お
招
き
し
、
今

回
は
「
子
ど
も
の
食
事
」
〜
脳
の

発
達
・
心
身
の
発
達
に
ふ
さ
わ
し

い
食
事
〜
を
テ
ー
マ
と
し
た
ご
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
方
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

治
療
は
あ
く
ま
で
対
処
で
あ
っ

て
、
病
気
や
症
状
を
治
す
に
は
自

然
治
癒
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
等
、
食
や
健
康

に
関
す
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

日
々
の
健
康
づ
く
り
に
活
か
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

林
）

　

ア
ジ
ア
有
機
農
業
推
進
の
会
で

は
２
０
１
３
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ム
ダ
と
協
同
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
マ
リ
ノ
村
で
有
機
農
業
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
２
日
か
ら
、
ア
ム
ダ

本
部
職
員
の
田
中
俊
祐
氏
が
マ
リ

ノ
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

マ
リ
ノ
村
で
は
こ
の
有
機
農
業

普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
昨
年
収
穫

さ
れ
た
有
機
栽
培
米
が
お
い
し
い

と
評
判
を
呼
び
、
高
値
で
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

年
は
新
た
に
５
軒
の
農
家
が
有
機

栽
培
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
い
う

希
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
マ
リ
ノ
農
場
の
ス
タ
ッ
フ
と

彼
ら
の
家
を
訪
ね
歩
き
、
肥
料
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
土
地
の

測
量
を
行
い
、
昨
年
の
栽
培
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
肥
料
散
布
の
時
期

や
害
虫
対
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

農
家
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使

用
せ
ず
に
、
お
米
が
き
ち
ん
と
で

き
る
の
か
心
配
し
な
が
ら
も
、

「
今
年
試
し
て
う
ま
く
い
っ
た
ら

来
年
は
も
っ
と
栽
培
面
積
を
増
や

し
て
行
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
異

常
気
象
が
続
い
て
お
り
、
例
年
な

ら
12
月
か
ら
降
る
は
ず
の
雨
も
２

月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
パ
ラ
パ
ラ

と
降
り
始
め
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
で
し
た
。
水
不
足
の
た
め
田
ん

ぼ
に
水
が
入
れ
ら
れ
ず
、
今
年
の

田
植
え
は
１
ヶ
月
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
育
て
た
苗
も
大
き
く
な

り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
地
元
の
多
く

の
農
家
は
今
季
の
収
穫
に
つ
い
て

心
配
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
農
場
で
は
地
元
の
農
家
を

集
め
て
有
機
農
業
普
及
の
た
め
の

会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
議
で
は
農
家
の
交
流

や
、
例
え
ば
有
機
栽
培
で
肥
料
を

や
る
適
期
に
つ
い
て
戸
惑
い
が
あ

る
農
家
か
ら
の
質
問
に
「
今
ま
で

の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
追
肥
を

行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
変
わ
ら
な

い
」
と
い
う
指
導
を
し
た
り
、
そ

の
他
色
々
な
疑
問
を
農
家
全
員
で

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

今
後
、
詳
細
な
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
リ
ノ
村
報
告
会
を
開
催
予

定
で
す
。　

　

新
庄
村
発
の
世
界
貢
献
は
着
実

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

91
日
以
上
の
犬
に
は
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
注
射
後
は
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
、
飼
い
犬
の
首
輪
等

に
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
庄
村
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
動
物
病
院
な
ど
で
接
種

し
、
「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」
を
お
持
ち
の
う
え
、

役
場
総
務
企
画
課
で
必
ず
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

1月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内
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真庭市内

0

0
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件
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人
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件

人

人
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0

0

0

0
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1

2
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1

2
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（総務企画課　前田）

　春は歓送迎会やお花見など、楽しくアルコールを飲む機会が増えるのではないでしょうか。
　適量をたしなむことによって、緊張を和らげ、ストレスを解消する効果があることなどから、”百薬の長”
といわれたりもしますが、飲み過ぎると脂肪肝をはじめ、痛風に代表される高尿酸血症、肥満、脳卒中、高
血圧、糖尿病等の生活習慣病のリスクを高めます。アルコール依存症から健康な社会生活を営むことが出来
なくなる場合もあります。
　飲み過ぎは身体をこわし、精神を痛めることを肝に命じ、適度の飲酒を心がけましょう。
　適度な飲酒と考えられている目安は「一日平均　純アルコールで約２０ｇ」です。
（目安量の具体例）
　・ビール　・・・・・・・　中瓶（500ml）１本　　　　・焼酎（２５度）・・・・　１合（180ml）
　・清　酒　・・・・・・・　１合（180ml）　　　　　　・ワイン　・・・・・・・　１杯（120ml）
　・ウイスキー・ブランデー・・・ダブル（60ml）

　これらが目安と言われていますが、少量の飲酒で赤くなる人はアルコール
の代謝能力が低いので、それより少ない量が適切です。
　適量を守り、自分もまわりも楽しくなるように飲みましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　林）
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の
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ご
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や
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を
迎
え
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畑
の
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業
も
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り
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が
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マ
イ
ペ
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ス
で
楽
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み
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が
ら
取
り
組
ん
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だ
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議
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長
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瀬
戸
内
市
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２
名
）

　
合
同
会
議

　

各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
各
３
名
の

役
員
が
参
加
し
、
事
業
実
施
・
予

算
執
行
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

会
議
で
お
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せ
し
ま
し
た
と
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り
、
平
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27
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度
新
庄
村
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福
祉
活
動
事
業
実
績
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及
び
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成
28
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度
新
庄
村
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人
福
祉
活
動

事
業
補
助
金
交
付
申
請
は
、
４
月

８
日
を
提
出
期
限
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
市
町
村
老
連

　
　
　
　
正
副
会
長
会
議

　

瀬
戸
内
市
の
「
岡
山
い
こ
い
の

村
」
で
２
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ

れ
、
新
庄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
は
酒
井
会
長
・
足
羽
副
会
長

の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
約
60
名
の
正
副
会
長

が
一
堂
に
会
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
今
日
に
相
応
し
い
適
切
な
活

動
と
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
実
施
日
未
定
】

　

平
成
27
年
度
監
査

　

平
成
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年
度
第
１
回
役
員
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平
成
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年
度
第
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回
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性
部
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２
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、
新
庄
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デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
て
新
庄
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校
３
，
４
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の
生
徒
の
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と
の
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流
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が
あ
り
ま
し
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。
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流
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で
は
利
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の
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に
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初
体
験

の
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ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
レ
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シ
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ン
を
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し
み
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し
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。
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の
皆
さ
ん
は
、
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が
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の
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の
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で
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が
、
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」
「
贅
沢
な
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地
じ
ゃ
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と
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び
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が
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。
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ッ
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ジ
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れ
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の
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っ
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は
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と
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、
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、
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あ
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の
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世

話
を
す
る
体
験
が
で
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る
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機
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に
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よ
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で
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。

　

こ
の
日
は
、
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（
フ
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に
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で
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で
ボ
ー
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を
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レ
ク
リ
エ
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シ
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ン
も
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、
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齢
に
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お
互
い
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を
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け
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、
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し
て
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し
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が
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し
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。
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で
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が
、
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で
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れ
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、
利
用
者
の
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も
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例
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が
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定
さ
れ
ま
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た
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こ
れ
に
よ
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、
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め
の
も
ち
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及
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と
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た
１
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に
は
、
高
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者
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の
お

餅
の
無
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や
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、
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め
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、
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や
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の
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の
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に
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」
を
行
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。
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果
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と
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せ
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ご
回
答
い
た
だ
き
ま
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た
皆
様
、
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・
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田
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の
も
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の
消
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量
に

関
す
る
ア
ン
ケ
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」結
果

ひめのもちの消費量に関するアンケート調査ひめのもちの消費量に関するアンケート調査 （２１３戸／３２４戸　回答率６５％）

問３．毎年１２月の第１日曜日が「ひめのもちの日」  　問４．毎年１月が「ひめのもち普及月間」   
　　であることをしっていましたか。             であることをしっていましたか。
  

        
問５．１月中にあなたの家庭でどれくらいおもちを食べましたか。       

        
問６．問５で１～３と回答した方にお伺いします。どのようにして食べましたか。     

 
        
問７．１回の食事でお餅を何個食べますか。多かった個数上位５以下省略しています。（家族全員の個数）  
　   
　     
        
問８．問５でほとんど食べないと回答した方にお伺いします。その理由は。      

      
問９．ひめのもちをお土産などに利用されたことがありますか。       
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72%
仕事の関係で贈ったことがある

13%
ふるさと小包を活用したことがある
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平均
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2位 4個 20% 全体では
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行
い

ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

ま
た
、
配
布
・
回
収
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
区
長
さ
ん
に
、
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、

ひ
め
の
も
ち
の
消
費
拡
大
に
一
層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

「
ひ
め
の
も
ち
の
消
費
量
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」結
果

ひめのもちの消費量に関するアンケート調査ひめのもちの消費量に関するアンケート調査 （２１３戸／３２４戸　回答率６５％）

問３．毎年１２月の第１日曜日が「ひめのもちの日」  　問４．毎年１月が「ひめのもち普及月間」   
　　であることをしっていましたか。             であることをしっていましたか。
  

        
問５．１月中にあなたの家庭でどれくらいおもちを食べましたか。       

        
問６．問５で１～３と回答した方にお伺いします。どのようにして食べましたか。     

 
        
問７．１回の食事でお餅を何個食べますか。多かった個数上位５以下省略しています。（家族全員の個数）  
　   
　     
        
問８．問５でほとんど食べないと回答した方にお伺いします。その理由は。      

      
問９．ひめのもちをお土産などに利用されたことがありますか。       
 

合　計
男
53%

女
47%

合　計
雑煮
55%

ぜんざい
13%

きな粉餅
16%

焼き餅
14%

その他
2%

合　計
ほとんど毎日食べた

33%
週４～５日食べた

13%
週２～３日食べた

38%
ほとんど食べない

14%

合　計
食べる時間がない

7%
家族が作ってくれない

0
食べたくない
23%

食べない方が調子がよい
27%

合　計
親戚・友人に贈ったことがある

72%
仕事の関係で贈ったことがある

13%
ふるさと小包を活用したことがある

14%
その他
1%

合　計
知っていた
66%

知らなかった
34% 合　計

知っていた
71%

知らなかった
29%

合　計
20歳代
1%

30歳代
3%

40歳代
7%

50歳代
17%

60歳代
31%

70歳代
37%

1位
4位

５個
２個

23%
19%

2位
5位

３個
６個

20%
18%

戸数
213

個数
1,187

平均
5.5個

2位 4個 20% 全体では



小
学
校
だ
よ
り

中
学
校
だ
よ
り

　３月５日（土）に新庄村ジュニアスポーツクラブ解
団式を行いました。
　最後の練習では、中学校体育館でサッカー部員
がまにわ合戦（室内雪合戦）を行い、小学校体育
館でソフトバレー部員が活動しました。
　その後、公民館で６年生を送る会を行いました。
　６年生からの感謝の言葉、中学生になっても頑張
りたいとの力強い言葉を受けて、残るクラブ員も来
年度への抱負を話してくれました。
　また、指導者の皆さまからも、暖かな激励の言葉
を頂き、一年間の活動を振り返りながら楽しい一時
を過ごすことができました。
　この活動を通して、スポーツだけではなくチーム
としての絆や集中して物事に取り組む姿勢など、ク
ラブ員は多くのことを学んでくれました。
　保護者の皆様には活動へのご支援ご協力をあり
がとうございました。また、指導者の皆様には熱心
なご指導をありがとうございました。皆さまに深く感
謝申し上げます。

（教育委員会　平中）

〜
も
う
す
ぐ
中
学
生
〜

ジュニアスポーツ解団式

　

２
月
25
日
に
児
童
会
主
催
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
23
名
の

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係

者
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

低
・
中
・
高
学
年
ご
と
に
、
今

年
度
お
世
話
に
な
っ
た
学
習
活
動

を
模
造
紙
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

生
活
科
で
の
季
節
探
し
・
総
合

的
な
学
習
や
社
会
科
で
の
お
米
作

り
や
豊
か
な
水
に
つ
い
て
の
学

習
・
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
・
観
光

や
産
業
・
毛
無
山
登
山
や
ス
キ
ー

指
導
・
読
み
聞
か
せ
や
安
全
指
導

な
ど
・
・
・
多
く
の
場
面
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
緒
に
昔
遊
び
を
楽

し
ん
だ
り
、
歌
を
聴
い
て
も
ら
っ

た
り
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
米
粉
で
作

っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
新
庄
小
学
校
で
は
、

「
新
庄
小
ふ
る
さ
と
学
習
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
１
５
」
と
銘
打
ち
、

全
校
児
童
で
ふ
る
さ
と
新
庄
の
自

然
・
歴
史
・
伝
統
・
産
業
な
ど
を

追
求
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ふ
る

さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
た
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
、
第
40

回
山
陽
新
聞
桃
太
郎
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
地
域
の
方
々
の
ご
支

援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
と
地
域
の

方
々
で
力
を
合
わ
せ
、
ふ
る
さ
と

新
庄
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
子
ど

も
た
ち
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

（
新
庄
小
学
校　

畦
崎
）

　

２
月
26
日（
金
）の
午
後
、
小
学

校
の
参
観
日
が
終
了
し
た
後
、
小

学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
来
校
し
、
中
学
校
の
入
学
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
に
入

学
す
る
現
在
の
小
学
６
年
生
は
男

子
３
名
、
女
子
３
名
の
計
６
名
で

す
。

　

柴
原
校
長
か
ら
「
中
学
校
生
活

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
期
待
と
不

安
の
両
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

心
配
な
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
の
あ

と
説
明
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り

聞
い
て
、
身
も
心
も
入
学
に
向
け

て
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
学
校
の
生
活
に
つ

い
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真
等
を
写

し
な
が
ら
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
あ
ら
か
じ
め
6
年
生
に

行
っ
て
い
た
「
中
学
校
生
活
で
心

配
な
こ
と
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対

し
て
、
１
年
早
く
入
学
し
た
中
学

１
年
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
新
入
生
を
含
め
て
生

徒
数
が
24
名
に
な
り
ま
す
。
今
ま

で
以
上
に
小
学
校
と
中
学
校
の
連

携
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

そ
の
架
け
橋
と
な
る
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
庄
中
学
校　

穐
山
）

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
〜

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

入
学
説
明
会
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